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設立15年定時総会を開催

2014年7月13日（日）、目黒雅叙園にて、来賓6名、

招待現役学生3名、演奏者1名、会員及び家族71名

の出席を得て、目黒稲門会第15回定時総会が開催さ

れた。

午後4時、笠谷輿一朗幹事が司会を務め、開会を

宣した。始めに、この1年に亡くなられた会員を悼み、

黙祷が捧げられた。次いで司会より、大学、校友会、

23区稲門会Cブロックの来賓6名が紹介された。こ

こで、大野会長より第15回の総会を祝す挨拶があっ

た。

司会は、議長の選出に移り、横山相談役が選ばれ

て議長席に着いた。議長は、出席者の報告を求め、

司会より会員総数170名車委任状を含め、111名が出

席している旨を伝えた。議長は、総会の成立を宣し、

議事に入った。

吉本事務局長より（1）平成25年度事業報告と（2）

平成25年度決算報告、服部監査役より（3）監査報

告がなされた。議長は以上3報告を一括審議に付し、

いずれも異議なく承認された。

次いで、吉田幹事長より（4）平成26年度事業計

画（案）、（5）平成26年度予算（案）が説明され、異議

なく承認された。（6）会長推挙委員会報告について、

大野委員長から、吉田博行氏を新会長に推挙すると

の報告があった。引き続いて（7）平成26年度役員一

覧（案）について、吉本事務局長より説明があり、吉

田幹事長より（8）副会長の選任・職務に関する内規

について（案）の説明があった。議長が議場に諮ると、

いずれも異議なく承認された。

議長は、大野利幸前会長、吉田博行新会長を順次
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指名し、それぞれから退任、

就任の挨拶があった（別

掲）。ここで、新旧会長が

握手し、場内拍手のうちに

引き継ぎが行われた。

議長は全ての議事が終了

した旨を宣し∴全ての議案

に改めて賛同の拍手を求めた。

笠谷幹事が再び司会となり、来賓を代表して、早

稲田大学の守田芳秋理事よりご挨拶を賜った。同理

事は、日頃よりの目黒稲門会の、大学、校友会への支

援を謝すとともに、大学史資料センターへの目黒稲門

会会報その他刊行物寄贈に対し、感謝状を授与され

た。目黒稲門会を代表して、会報寄贈に尽力してき

た外岡相談役がこれを受領した。捌掲）

しばらく休憩ののち、第2部懇親会に移り、司会は

石川智子幹事に交代した。司会は、来賓に感謝を述
べるとともに、永年にわたり、校友連携担当部長とし

て目黒稲門会がお世話になった後藤由美子様を壇上

にコール。大竹一子副会長より、花束を贈呈して謝

意を表した。後藤様より挨拶があった。次に、他区

稲門会を代表して世田谷稲門会・横田吉明会長より

ご挨拶があった。
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ここで司会より初

参加者の紹介があ

り、宮村直身氏、鏑

木紘氏、小場瀬宏之

氏が挨拶した。

（左より、小場瀬、鏑木、宮村の各氏）

子 � � � �●○○， 、」の‾ン一 挙洋： 

華「華謂 

（左より、森、山口、佐藤の各氏）

引き続いて、招待

の現役学生を紹介。

森衣里子氏、佐藤隆

巧氏、山口優華氏よ

り挨拶があった。

しばし歓談の後、本日の

アトラクション、本邦初の

職業バグパイプ奏者加藤健

二郎氏植苗60理工）による

演奏があった。「スコットラ

ンド・ザ・ブレイブ」、「紺

碧の空」などの迫力のある

響きを堪能した。
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　スクリーンが用意され、スライド「目黒稲門会15
年の歩み」が上映された。懐かしい画面に思いを馳
せながら、約20分のナレーション付きスライドショー
を楽しんだ。

　続いて司会より、13ある各部部会長の紹介があり、
締めの校歌斉唱となった。全員１つの輪になって、
松田哲也氏のリードで「早稲田の栄光」「早稲田大
学校歌」を歌った。設立以来の会員である堀井良造
氏のご発声で中締めとなった。
　なお、設立15周年記念事業の一つとして、加藤榮
護相談役随筆集が刊行、配布された。

総会終了後、目黒雅叙園階段での集合写真

＜新会長挨拶＞
　この度、大野会長の後を受
けまして、記念すべき15周年
の年に第５代会長に就任する
ことにとなりましたことは、大
変重大な使命を仰せ付けられ
たと身の引き締まる思いです。
　歴代の、人格・見識・力量

そして風格も兼ね備えた、眞仁田、加藤、八幡、大
野各先輩会長の後任として、私ごとき者にこの大役
が務まるのか聊か不安もございます。
　稲門会は、早稲田に学んだということを共有する
だけで、老若男女、垣根も遠慮もない素晴らしい世
界です。まだこの世界をご存じでない校友の皆様に

もっともっと広めたいと思います。
　また、稲門会は「親睦の会」です。まずは、「明る
く、楽しく、元気よく」そして健康溢れる、和気藹々
とした雰囲気の会でなければいけません。
　目黒稲門会に入会して「よかった」、「部会活動」
に参加して楽しかったと、会員の皆様に思っていた
だける会に、そしてご家族の皆様からも喜ばれる会
になるようにして行きたいと存じます。
　皆様の温かいご支援とご協力を得て、今日の15
周年がさらに20周年、30周年と母校早稲田大学の
大いなる発展とともに、歴史を積み重ねられますよ
う微力ではございますが努力をして参る所存でござ
います。
　ご指導、ご鞭撻を宜しくお願い致します。

2014年７月13日　
会長　吉 田 博 行

総会出席者� （敬称略、五十音順）

（来賓）
守 田 芳 秋・早稲田大学理事
後藤由美子・早稲田大学校友会
横 田 吉 明・世田谷稲門会会長
元 村 勝 嘉・大田稲門会会長
吉 田 正 志・渋谷稲門会会長
加 藤 　 健・杉並稲門会幹事長
（現役学生）
森　衣里子、佐 藤 隆 巧、山 口 優 幸、
（バグパイプ演奏）
加藤健二郎
（会員・家族）
朝比奈義雄、浅 海 敏 之、阿部喜久雄、荒瀬修一郎、
安 藤 　 孝、安 藤 虎 雄、安 藤 嘉 昭、石 川 智 子、
市 瀬 一 江、市 瀬 達 夫、伊 藤 　 悠、稲 垣 博 信、
猪名川一雄、岩 佐 幸 子、岩 崎 春 雄、鵜 野 洋 治、
海 口 昭 治、大 内 秀 明、大久保健治、大 杉 邦 雄、
大 竹 一 子、大 野 利 幸、大野令夫人、大 山 高 明、
尾 崎 　 充、小場瀬宏之、影 山 信 輝、笠谷興一朗、
加 藤 榮 護、加藤令夫人、金 井 豊 男、狩 野 俊 夫、
鏑 木 　 紘、川 井 信 義、河 村 晋 彦、郡 山 弘 文、
佐 伯 文 子、佐久間　喬、佐々木芳子、澁 谷 美 香、
嶋 田 勝 彦、島 田 久 家、高 橋 圭 吾、田島順一郎、
田 畑 　 繁、地 田 博 昌、千 野 逸 平、外 岡 　 明、
外岡令夫人、永 井 正 孝、長 島 清 志、永 田 耕 治、
中西千可子、中 西 元 樹、服 部 尚 彦、林 　 重 雄、
林 田 雅 敏、堀 井 良 造、牧 野 武 夫、松 田 哲 也、
丸 山 忠 生、水 野 弘 文、宮 村 直 身、村 上 　 柾、
村 田 信 之、村 山 　 弘、保 井 　 正、横 山 　 大、
吉 田 博 行、吉 本 政 治、吉本令夫人（71名）

（田島　記）



当会会報を大学史資料センターで保存
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表題にありますように

去る7月13日の定時総会

の折に、母校の大学史資

料センターからの感謝状

を、ご来賓の守田芳秋理

事から拝受いたしました。

目黒稲開会第15期決算報告書 
（平成25寧4月1日一平成26年3月31郎 

く取入＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：嗣 
科∴∴目 �金∴∴∴額 �備　　　　　　　　　　考 � 

前．期繰越金 �1，353，234 � 

年　　会　　費 �809，0鮒 �24年度分50鮒X3名三嶋000円 25年度分納的X158名＋舗餅Xl名宝79溢00円 25年度分15的Xl名 

総　会　取∴入 �7細，000 �露享元日黒雅叙園にて隠微 
新年会収入 �76も000 �耽る可－19錦思雅叙園にて開催 

組織強化補助金 �332，000 �早大校友会より（母校黄綬、若手交流費補助金食む） 

雑　‾‾‾i取∴∴入 �料吉 �受取利息 

合　　　　　計 �3，979，鵜9 � 

＜支韻＞ 
群i∴国 �金　　　額 �備　　　　　　　　　　考 
総∴∴会∴∴賞 �645．965 �会場費飽 

萩年会∴集 会＿＿＿i＿軋一一賛 �695，粥5 3鍋，465 �議雛亭犠二諒㌫二二 

諦念運営費 �150，000 �囲碁：廉をカテオ京ゴルフ、ウオーキング、 よん月余目薬術塵史鑑賞、グルメ、旅行、鋳句、 寄木参、ボランティア、＿スポーツ観戦、会綴編集組 

全∴∴葉　　書 �95，的㊦ �役員会、会報績集会譜等の会議婁使用料 

吏‾‾‾粛＼蒐 �135963 �草薙3匿吏蔀幹事会、早稲田擢サボ＿飽 

通　　信　／責 �99，529 �発会案内駄会報尭送菱、‾会費薪付属縁組　　　　‾ 

事務用品責 �97，号鎚 �各種封筒言名刺、事務消耗品、会暮資料蒋コピー武 器季活動助成金、学生との懇話会など 
恵蔵強花対策費 �鯵6，766 

庭皆費・野使周智 �46，528 �壇で菅野契約使用料、早稲田無広告渇厳科 

縫∴∴∴∴費∴ �49，233 �会費等振込手教科、名簿即題代 

別途積立金績み �200㊤00 �平成25年調の総会決議によ＿り振り替え、注2参照 

諌言鋤繰越金 �1，266，568 �注1参照 

合　　　　　計 �3，979，469 � 

漣ユ：次期繰越金内談∴∴；融釦難軽∴∴∴∴上組出離潤 
二束払金　　　　　　　一27，6柳田 

合計　　　　1，266，5輔弼 

注登：別途積立金として親日普通預金へ　　　　　2駒，舶顧問 

監　査　報　告　書 

私たち監査役は、平成25年4月／1日から平成約年3月3摘までの第15朔会計年度の会計観客を 

藍盃致しました篤繋、適正かつ亜嬢であることを琵あます。 

平成26年5月7開 

眼橘酸　醗首謀連尺「／ 

轍軽部講庫苧 

目黒稲田会　第16期予算 

（平成餓寧4＿月1即一平成27年aiij3日の 

≪収　入≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碑撞∴棚 

くま �科　鶴　　童　金　額　昌　　　　　　脆∴確 ���目 

瀞頼経逆　目∴∴障　る函 
年∴会／窟∴至∴∴翻湖中鋳脚紺勧告制卑蹄用船 

簿∴套∴政人　星∴禰朝 ��昌＠一時鵬X矯窮 

新車金収入 �‾篤0，000 �㊧博〔棚X稀轟 

紅綬強化捕勅封 �蒔3，脚 �校友会雅軍獲組織強化費確定分　　　　　　　　剃 

鎌，散　人 �① � 

密∴∴話 �3，錦9，568 � 

宴∴抽疹 

科∴∴綿 �金　額　墨　　　　　　　縄∴華 

捻∴会∴裁 �丁50、同調 �会鵜讃纏悪投叙問う触　　　※る 会鵜群等国紫綬続開）飽 

節辞会葬 �稀勘脚 

余続発結締　　　　　　鶉翰脚 ��余録節制緒持＄周年記念号カラー前轍璃箱合おう 

溌余運営費 �i囲碁・ウオーキング・カラオケ・食べ捗き・ゴルフ ！紳餌場　俳句・美彿露染・虜窟・凝行・ボランティア。まん朝会 

若本会・卑嶺璃スポーツ鏡戟・広描籍塊・常務篇 

会∴諸　費　　　　　　　舵吼脚　役員会等の会議義解料、坐綾織全潰 

交際費∴雪∴∴轍凋串鞘摺摘＼哲会、韻瓢精一頼螺競合鰯 

過∴信∴粛 �100，000 �会報発送先、各種糸的舞揮成 藁務欄掛節∴帝務融解蒜、薯ピー代 

事務用上端言磨 �占0，の0） 

雅趣常襲・「∴∴勘堅 ��ニフティー一艇璃科、箪積湘焦慮管粛 

雑　ヨ欝∴竃∴∴組脚 ��振込手葱鮪‘会費名籍朝潮特 

鮮粥脱輪難事　雪∴∴∴排卵醐 ��若木金縁勅鍾劫焚捷対策費言蚤党教範鍔∴∴∴　…秘 

総会や絹舘　　　靭脚直弼総会待動予備尭 

次期繰越金 �　　で 認9●謙遜　　　　　　　　　　　　　　　　濡つ 

台“∴、許 �　　ま 即鵜9・穀里 

※　鰯華麗将筏支援・薄手実演葬の　舶嫌賊輔圭不確誼のため取入予算窪計上しない。 

※2　輔坪庭轟こ呼蹄集結が承認され謝意、接宴会からの組織転化虎鵜接受暖・薯書憂流麗捕浪 

2鍋，の㈲朗璃締まれ言や舞上の次姐繰越金は739，鏡鵡帥となる禽 

※3　26寧廃館較支援・諸事実詭軌ま科織を紺繊瑳1軸策として、欝本会露勅撰勅封。薯手交諮節 

露請・会見募娃対麓壷蔀こ先議ら 

※4　第縞翻総裁郎こ別途！肋，暇棚を鮮罵好手績努として羅王 

それは当会が、会報を創刊号から現在まで欠番な

く保管していることを大学史資料センターがお知り

になり、是非大学に寄贈して欲しいとのお申し出が

ありました。

そのお申し出を当会の役員会で了承し、設立15年

を記念する行事の一つとして寄贈した次第です。

更に、今後とも引競いで発刊毎にお納めして行きま

すが、それを「大学史資料センター」では、「早稲田

大学の蔵書」として保存して下さるとことになった

のです。大変有り難く名誉なことと存じます。

1．資料センターでは、装丁の専門家の手によって、

数冊づつを、「合冊装丁」して保存されます。

この措置によって、資料の型崩れや劣化を予防で

き、長期の保存が可能になるということです。

2．保存場所は、昨年資料センターが移転した束伏

見の建物（79号館）の5階で、広さが約448血、

床の補強と温・湿度管理をされた収蔵庫です。

上記の様に、大学史資料センターで保存されるなら

ば、会報そのものが子子孫孫まで残ることになりま

す。しかも何時でも閲覧することが可能です。

これからは更に一層、内容の充実を図って行かね

ばならぬと痛感しました。

萱詣 �：▲こ �の案内 �蓋師＿聖 

囲碁部会

1．5月、6月、7月の囲碁例会には、夫々、9名、8名、

9名が参加され、13：00から17：30まで、いつも

のように熱戦を展開しました。

会員の中で3名の方が、例会以外においても碁

会所などで熱心に棋力を磨かれて、囲碁部会入会

後のランクが2ランクはど（例えば、3級から1

級レベル、1級から2段レベル）棋力アップされ

ております。今後さらなる棋力アップを期待する

ところです。

2．校友会囲碁関係の行事について。

6月8日（日）、第14回オール早稲田囲碁祭が市ヶ

谷の日本棋院本院にて開催されました。

参加者数は、昨年より20％ほど少なかったので

すが、それでも、200名余りの校友が参加しました。

A～Eの5グループにわかれ、10時から17時ま

で団体戦4回の対局を行いました。目黒稲門会か

らば、1チーム（5名：松田、保井、永田、小倉、

大久保、敬称略）がCチームに参加しました。結

果は残念ながら1勝3敗という成績でした。帰り

はいつものように親睦会をかねた反省会を行い、

来年に期待することで散会しました。

囲碁部会　大久保健治
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美術・歴史鑑賞部会
　第46回の鑑賞会は７月２日（水）東京国立博物館

「台北　国立故宮博物院─神品至宝展」を17名で鑑
賞しました。
　台北の国立故宮博物院の収蔵品、特に優れた文物
にのみ与えられる呼び名である「神品」と称するに
ふさわしいものが厳選され展示されていました。評
判高き中国歴代皇帝の愛蔵品が出展されているた
め、朝早くから入場者の長い列。「青磁輪花碗」や
玉の色を生かして彫られた「人と熊」等の名品を鑑
賞し、精養軒でランチ後に解散しました。
　第47回は７月30日（水）世田谷美術館「華麗なる
ジャポニスム展」を13名で鑑賞。
　日本の芸術・浮世絵や工芸品から影響・意識され
た印象派のマネ、モネ、ロートレック、ルノワール
等150点の作品が展示されていました。ランチは館
内のレストランで。

美術・歴史鑑賞部会長　後藤克彦

俳句部会

第64回「萩句会報告」
日時　７月19日（金）　14時～ 17時　

（順不同）
保 井 寶 正　　雲の峯俄かに崩れ軒の人
川 井 素 山　　笹舟を浮かべし川や夏燕
青 木 英 林　　どぜう鍋囲む仲間や恙無く
後 藤 克 彦　　短パンの我と不似合妻浴衣
佐 久 間 喬　　雨上がり青き匂ひのトマトかな
永 井 正 孝　　ベランダに曲り胡瓜の時節なり
吉 田 啓 悟　　ふきぬける一陣の風夏座敷
丸 山 酔 宵 子　　梅雨の間の晴れにほろ酔い傘の杖
佐久間たか子　　下校の児燥ぐ向こうに虹の橋
長 島 清 山　　億年を立ち尽くすなり夏の富士

　俳句部会は、10月に中原道夫先生を新たな指導者
として迎え開催する予定です。
詳細決定次第、改めてご案内いたします。

俳句部会長　佐久間　喬

早稲田スポーツ観戦部会
　５月31日（土）、神宮球場で行われた早慶戦１回戦
を23名の会員と家族で応援観戦して来ました。
　久しぶりの優勝をかけた伝統の戦いとあって球場
はほぼ満員となり試合が始まりました。早稲田・有原、
慶応・加藤と両チームのエースの投げ合いで緊迫し
たゲームとなり、５回裏に早稲田が１点先行し有原
の好投で逃げ切る展開かと皆が期待しましたが７回
裏、慶応に２ランホームランの一発が出て逆転され、
逆に慶応投手陣にその後抑え込まれて残念ながら敗
北を喫しました。
　試合終了後、エール交換で両チームの健闘を称え
大きな声で校歌を斉唱し明日の必勝を祈りました。
　そのあと、ネット裏席と内野席の会員が合流して
青山の居酒屋で酒を酌み交わし懇親を深めました。
　翌日の２回戦も残念ながら敗北して目前の優勝を
逃しました。秋季リーグ戦には春の雪辱をかけた熱
い戦いが始まります。会員の皆様の尚一層の応援観
戦参加をお願い申し上げます。

早稲田スポーツ観戦部会長　狩野俊夫

若木会
　梅雨最中の６月21日（土）に、第三回目黒早慶若
手の交流会【大福会（大隈重信の［大］、福沢諭吉
の［福］を合わせたもの）】を開催しました。
　昨年の４月以来第３回となる本会、早慶合わせて
20人弱の人数が集まりました。
　今回開催する際に用意したお店は、目黒稲門会新
幹事となられた尾崎さんの知人が経営している自由
が丘のお店を貸し切りました。カンガルーのお肉な
ど、かなり珍しいお肉を振舞っていただき、若者ら
しく肉食をしながら、和気あいあいとそれぞれの人
のバックボーンや業種・はてはプライベートの話ま
でさまざまな話をしました。
　１次会終了後、２次会を同じく自由が丘のワイン
バーで開催し、２次会から参加してくれた人も含め



て、今度は直近の5月、6月に実施された早慶戦の

結果と両校の関わり合いについて熱い議論が交わさ

れました。今回の早慶戦では残念ながら早稲田は負

けましたが、試合当日は双方で出たファインプレー

について、どちらも両方から拍手が出ていたことに

感銘を受けたと語り合いました。やはり早慶の関係

は、いわゆるライバル同士であり、また一番の親友

であると再認識させていただきました。

今後も今回のように早慶の関係を目黒という地域

から交流を深めるべく大福会の開催を続けていきた

いと思います。また、若手同士の交流を超えて　先

輩方同士の交流会も今後企画させてもらいたいと思

います。 1、競／一章、∴ ヽ：∴ i／÷ 醗酵∴噂甲繋一説 〉 璽諾：：灘．∴： 

〉 　　主よii 　　∴∴∴ ：襲∴　∴ ∴∴：∴： � � �） ＿●」 

十重：∴∴∴∴：十㌧「一 基夢 ／1㌦∵∵lE曹 ∴＋∴一∴∴ 読／iiバ‾重／論詰／淡諒 、ノー或：1r㌍言葉i子 十二」＿∴＿＿＿∴∴∴十十∴∴∵ 

若木会部会長　中西元樹

ウオーキング部会

今年の夏は暑かったり涼しかったりして、体調の

維持がたいへんではなかったかと思います。

さて今後の予定をお知らせいたします。皆様お誘

い合わせのうえ参加ください。

実施報告

6月例会　西葛西から葛西臨海公園へ

参加12名

7月例会　殿が谷戸庭園から姿見の池

参加15名

今後の予定

9月例会 小金井神社から澹浪泉園へ

日　　時　9月2日（火）午後1時

集合場所JR武蔵小金井駅改札外

10月例会　　三浦半島南岸の磯歩きを楽しむ

日　　時10月21日（火）

午後12時40分

集合場所　京急三浦海岸駅改札外

※集合時間注意願います

11月例会　　江戸の六阿弥陀堂を歩く

日　　時11月18日（火）午後1時

集合場所JR日暮里駅改札外

12月例会　　殿様の別荏地池田山公園から白金自

然教育園へ

日　　時12月16日（火）午後1時

集合場所JR五反田駅改札外

以上小雨実施です。参加される方は下記まで連

絡ください。

牧野連絡先　携帯090－9649－6868

なお10月に特別企画として日帰りで渡良瀬遊水地

を予定しております。詳細は後日お知らせします。
準‾／‾貢撫！轟‘ 　tt、＿）、1 、書 く　／、ヽi ��。＿子 i雪衰呑1． ㌧／：′ノ ご一高’ ‘斗 �醸園 嚢rT ●て 千一 
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ウオーキング部会長　牧野武夫

麻雀部会

1．　目黒稲門会定例麻雀部会が6月16日（月）、武蔵

小山「サン」にて開催されました。

20名参加、熱戦の末、優勝　横山氏、準優勝　郡

山氏でした。

2．部会は年6回開催され、8月18日（月）目黒定

例部会、10月25日（土）3区親善大会、12月15日

（月）目黒定例部会となります。

麻雀部会長　鵜野洋治

食べ歩き部会（旧グルメ部会）

8月4日（月）の夕刻、白金・八芳園でビヤパー

ティーを実施しました。都心に残る緑のテラス席で、

ビールとワイン、フレンチのバイキングを楽しみま

した。参加者は23名、ご夫婦での参加が5組という

盛況でした。

“ふ �言 �：、．・寄 �� �� �、 ����� � 

舛 � �亜溺 �　一言’ぺ1’ ∴／∴ ．●・†● ．■ ���′d b一・ヽ �」 〝∴′因 l青、／ノ r●二萎、烹i＝‾、 ����� � 

ヽ 　hi「葵教 語義韻謹握謹 ����欝 �，●ふた／十珍鳥∴iち‾／㌻∴i㍉i一 義，・ I ■l1、二 i一一一＼ ����∴∴ ：罵夢 � 

千一番∵「∵二幸・．一二台と葛 ���������� 

十・尋、／、／・● ��������� 

轟＼ � �　　三嶋 ・iA亀摘発 ��������� 

享 ‾．ぜi‾i蒸 ＼葵 �� � �二義 ‾＿，享 諮‾圭 �－ �� � � �漂即蹄霧言語 霧一高息‾ ���� 
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食べ歩き部会長　緒名川一雄
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ワールドカップとパタゴニアとラ・プラタ

佐 藤 健 二� （昭和43年　理工）
　元来、熟睡型であり、夜中に
目覚めることなどほとんど記憶
にも無かったし、まして業務の
ための出張先では、慣れないホ
テルのベッドと枕であっても、
疲労から来るのかスムーズに寝

てしまう方であった。しかし、その時は熟睡してい
たにも拘らず、ベッドが小さく揺れたようで、かつ
異様な物音が上の階から聞こえた気がして、五感に

「起きろ！」と促され、目が覚めた。気のせいかと
思ったが、直後に再びはっきりした物音が直ぐ上の
レストランから聞こえてきた。何時？ベッドサイド
の照明を付けて確認した。午前４時半、まだ真っ暗
な早朝だと思った次の瞬間、厚いカーテンの外が一
瞬明るくなったように見え、同時に町中が一斉に唸
る様に騒ぎ始めた。それは2002年６月２日、日本か
ら17,000km離れた真冬のアルゼンチンのパタゴニア
での忘れられない出来事であった。
　その10日ほど前に、上司から、ちょっと悪いけれ
ど海外出張をお願いしますと云われ、もう直ぐ日本
と韓国が共催する第17回サッカーワールドカップが
開幕する直前だというのに、わざわざサッカーの本
場とも言えるアルゼンチンに向けて出国した。
　元来、スポーツはすることも、観戦も好きであっ
たが、サッカーとの縁はほとんどなかった。強いて
云えば、昭和36年に目黒第八中学校を卒業し、上石
神井の早稲田大学高等学院に入学した頃、学院の正
門前が早大のサッカーグランドであり、時々大学の
サッカー部が朝練習を行っていたこと、３年生になっ
た頃、そのグラウンドに一段と背が高くて体格が良
く、色黒で眼光の鋭い選手が入って来て、その動き
が目立ち、正門に急ぐ学院生の足が止まるほどでは
ないものの、かなりゆっくりになった。それが当時
の日本サッカー界の若手スター、釜本邦茂選手であっ
た。学院時代は、サッカーより野球の早慶戦が月曜
日や火曜日まで伸びた時に、朝の挨拶程度の授業だ
けで、その後は応援休校となった事の喜びの方が遥
かに記憶に残っている。
　この時の出張はアルゼンチンの首都ブエノスアイ
レスまでの飛行時間だけで27時間、さらに国内線で
２時間、計29時間を狭いジェット機内で過ごした。
さらにニューヨークとサンパウロでの待ち時間、ブ
エノスアイレスで日に３便しかない国内線への乗り
換えに要した５時間を加えると、移動に計40時間を

要した記録的な出張であった。
　最終目的地はブエノスアイレスから西南西へ約
1,000km、アンデス山脈に近いネウケン（Neuquen）
市であった。ネウケンは、日本人には馴染みの無い
土地であると思うが、アンデス山脈を挟んでアルゼ
ンチンとチリにかかる広大なパタゴニアと呼ばれる
土地の北端（南半球なのでパタゴニアで最も温暖な
地方）に位置し、肥沃な土地でぶどうやりんご等の
果実の栽培とワインの製造が盛んな土地である。
　さて、冒頭の2002年６月２日の早朝の凄まじい
騒音であるが、これは日本の茨城県鹿島スタジアム
で行われた、ワールドカップF組のアルゼンチンの
初戦で、アフリカの雄、ナイジェリアに１：０で勝
利した雄叫びであり、早朝にも拘らず、花火が打ち
上げられ、わずかの間に街中の車が集結したのでは
ないかと思われる程、道路に車が溢れ、花火を合図
に一斉にクラクションを鳴らしたのであった。ホテ
ルの上階のレストランでは、従業員や客が夜通しテ
レビを見て応援していたらしく、勝利の瞬間に大騒
ぎ、その物音や微振動が階下で就寝していた私を目
覚めさせたらしい。ホテルが町の中心に位置してお
り、それだけにこの時の歓喜の雄叫びは、街の四方
八方から響いてきてしまったと思われる。無論、子
供も病人もいるであろう大都会でのバカ騒ぎであっ
た。恐らく国中の都市が同様の騒ぎであったのだろ
う。これがラテン・アメリカ人のサッカーに対する
血なのだと痛感した出来事であった。　
　首都ブエノスアイレスはブエノス＝良い、アイレ
ス＝空気または風、すなわちスペイン語で順風の意
味とのことで、かのラ・プラタ河口に位置した南米
屈指の大都市である。帰路に訪れる機会を得たが、
河口と言ってもラ・プラタは雄大で200kmもの幅が
あり、対岸の隣国ウルグアイの首都モンテビデオが
見えることなどは無いようである。この両都市は、
云わずと知れたタンゴの発祥地とされており、街頭
での演奏とダンスが有名であるが、残念ながら目撃
する事は出来なかった。
　なお、目黒稲門会の最長老であられ、カラオケ部
会で大変お世話になっている阿部喜久雄さんは、学
生時代からの筋金入りのタンゴのファンでもあられ、
20年近く前に奥様と共に本場のタンゴを楽しむため
に、パックツアーも組まれていない当時にブエノス
アイレスを訪問されたとのことを伺い、その行動力
に驚嘆したことを付記する。
アルゼンチンは長年経済状況が不安定な国である
が、そこはラテン、今でも人々は陽気に生活をエン
ジョイしているのではないだろうか。 
　アディオス・パンパ・ミア：Adios pampa mia（さ
らば草原）

会 員 の 広 場
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二文に育てられました

澁 谷 美 香� （平成22年　二文）
　二文の“二”は、二番目の“二”
ではないんだよ、私の先生は そ
う教えてくれました。
　二番目の二でなければ、他に
どんな意味があるのですか？
「物事を相対的に見るための、

“二”なのです。どんなことでも、ひとつだったら絶
対的になってしまう。
　二文に入学するからには、ひとつの狭い視野でし
か世界を見られない人にはならないでほしい。どん
なときにも、客観的に、広い視点でものを見られる
人になってください。あ、だからといって、一文の
人が視野が狭いというわけではないですよ…」
　先生は、私に新しい“二”の可能性を教えてくれ
ました。
　この時は、まだ二文に入学する前。予備校で勉強
していた私に、試験の直前に先生が教えてくれたこ
とでした。
　その後、早稲田大学 第二文学部入学。
　何を学びにきたのか自分でもわからないくらい、
歌って、踊って、演じて、弾いて、撮って、描いて、
書きまくった毎日。
　絶対的なものなどあるはずもなく、ただただ何か
を作り上げては上書きし、また作り上げては消し、
また作り上げては壊し続けていた気がする。
　その後二文を卒業して社会に出てからも、変わら
ず相対的人生を送っていた。
（仕事として成り立っているかは別として、）肩書
きもたくさん持っていたいと思う。人生は一度きり、
色々な自分を見てみたいし、色々な自分になってみ
たいと思う。新しい自分になるためには、もしかし
たら今の私を変えたり、捨てたり、歪めたりしない
といけないかもしれない。何かを手に入れるために
は、何かを諦めないといけないこともあるのかもし
れない。
　ただ、私の今までの人生、不思議と何かを諦めた
りせざるを得なかったことがない気がする。すべて
捨てずに、持っているような気がする。
　今私は、４つの自分を持っている。
　１つ目は、油絵を描くアーティストとしての私。
生きている限り、描きたいテーマは次々と溢れて湧
き続けるのだと思う。生まれてはいつの間にか消え
てゆくテーマを、かすんでゆく前に必死でつかまえ
て、どうにか形にする。私一人が頭の中で考えてい
るだけでは、誰にも何も伝わらない。形にしてよう
やく認められる。ただ、形にしたって伝わらないこ

ともある。その分、心から共鳴できる相手と巡り会
えることが奇跡に感じる。
　２つ目は、カラーカウンセラーとしての私。生年
月日から、ひとりひとりに味方になってくれるラッ
キーカラーを診断し、カウンセリングする。十人十
色というように、人はそれぞれ色々なカラーを持っ
て生まれ、またその中のどの色も必要であり、欠け
てはいけない。もっともっと色の奥深さを伝えてい
きたいと思っている。
　３つ目は、ジュエリーを創るデザイナーとしての
私。お客様が思い描く、欲しいジュエリーのイメー
ジを形にしてゆく。二次元のデザイン画が、三次元
に立ち上がってゆく工程が楽しい。自分のラッキー
カラーの宝石も添えれば、ただの装飾としてではな
く、特別な意味のあるジュエリーになる。
　そして４つ目は、保険会社のライフプラン・コン
サルタントとしての私。その名の通り、ひとりひと
りの人生設計をコンサルティングする。堅苦しいと
思い敬遠していたお金や社会保障、相続等の分野で
も、今では様々な人から相談を受けるまでになった。
私と出会ったことによって、その人の人生がより有
意義で良いものになれば本望だと思って働いている。
すべての仕事で言えることだが、何より相手の喜ぶ
顔が嬉しい。
　二足のわらじどころか四足のわらじ。そのどれも
が私にとっては今では絶対的であり、無駄なものな
どない。この貪欲さは、早稲田で、二文で、培われ
たものだと確信している。二文の“二”は、“二つと
無い”存在の“二”。そんな人になってやろうと思っ
ている。
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‘05/12　麻雀部会の忘年麻雀大会‘04/07　第５回総会で初代眞仁田会長
から第２代加藤会長に交代

‘02/10　稲門祭に目黒囃子で協力

‘99/07,09　EXPRESS第１、２号
部会活動が次々にスタート

‘00/11　北京・西安・上海の旅

‘99/04　第１号会報

‘99/01　設立総会

眞仁田初代会長

目黒稲門会１５年の歩み
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‘07/06　囲碁部会　第７回オール早稲田
囲碁祭で目黒稲門会が２クラスで優勝

‘07/01　新年会で奥島前総長が講演
「早稲田人の心の原点…都の西北」

‘06/09　第１回目黒若手会（現・若木会）‘06/09　鎌倉花散歩の会としてスタート
したウォーキング部会の北鎌倉秋の花巡り

‘06/05　旅行部会・美歴部会共催
「みちのく水沢と平泉を訪ねる旅」

‘06/07　第７回総会を盛り上げる
早大ちんどん研究会

‘06/03　カラオケ部会‘05/12　第10回美術・歴史鑑賞部会
（伊能忠敬記念館）
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‘09/07　カクテルコーナーの
浅海幹事長と林田監事

‘09/07　展示風景

‘09/07　設立10周年総会

‘09/07　絵画、写真展

‘09/01　俳句部会第１回句会

‘08/07　第９回総会で第２代加藤会長から
第３代八幡会長に交代

‘08/09,10　グルメ部会毎年恒例の新そば会

‘07/12　会長、相談役、若手会員による
『母校の創立125周年を祝う』と題する
寄稿文を会報第37号に掲載

‘09/04　「早稲田史発掘」発刊
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‘13/11　早稲田スポーツ観戦部会の早慶戦観戦‘13/01　旅行部会
厳冬のオホーツクを見ながら温泉に浸かる旅

‘12/01　第150回よん月会

‘11/07　ボランティア部会
東日本大震災義援金を目黒区を通して寄付

‘10/07　第11回総会で第４代大野会長誕生
浅海会長代行と大野新会長

‘11/07　ボランティア部会
「世界の子供にワクチンを日本委員会」

から寄付の感謝状

‘12/04　若木会の目黒川花見会

‘12/04　第30回ゴルフ部会
於）静岡市富士国際ゴルフ倶楽部



旅行部会へのお誘い

旅行部会長　井村正陽

旅行部会は過去10年間に17回の1泊2日の旅行を

実施してまいりました。最近の旅行を紹介しますと

以下の通りです。

「義理と人情の吉良三州と舘山寺」

舘山寺温泉泊

「栃木市と日光を訪ねる旅」

鬼怒川温泉泊

「飛騨高山と世界遺産白川郷」

高山市内泊

「外房総と九十九里銚子の旅」

千葉蓮沼公園内泊

「会津を訪ねる旅」　　　　　会津東山温泉泊

「佐渡島の旅」　　　　　　　佐渡相川温泉泊

「伊豆の踊子と西伊豆を辿る旅」

伊豆堂ケ島温泉泊

「厳冬のオホーツク温泉と美味礼賛の旅」

北海道雄武温泉泊

「20年に1度式年遷宮の伊勢神宮の旅」

伊勢松坂泊

「三大桜の山高神代桜と高遠の桜見学」

信州南木曽温泉泊

旅行は春と秋の年2回を原則として実施してまい

りました。専用バスを貸し切り目黒稲門会だけでの

旅行を心がけて参りましたが、ここ3回は旅行会社

主催のツアーに相乗りで実施しております。

会員より2泊以上の旅、或いは海外旅行という声

もありましたが、多数の会員参加を考慮し、あえて

1泊2日の旅にこだわってまいりました。また、日

帰り旅行はゴルフ部会、美術・歴史鑑賞部会、食べ

歩き部会、あるいはウオーキング部会との重複を避

けてまいりました。

今後も、旅行部会としましては「多数会員の参加」

「親しみのある旅」「テーマのある旅」を目指して旅

を企画実施いたしたいと考えます。また、他部会と

のコラボレーションでの実施も考慮しつつ、新しい

旅行を提案いたしますが、今年度2回目の旅行はい

ろいろとご憲兄もあり企画中断中です。出来上がり

ましたら会員多数のご参加を期待申し上げます。

なお、旅行部会長として10年も経過致しました現

在、新しい旅行を別角度から一緒に考え、行動して

頂ける方はおられないでしょうか。やはり、「マンネ

リ」や「独善」が先行してしまいがちと考えます。

どうぞよろしくお願いいたします。
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鏑木　絃　（昭和40年　理工）

（世田谷区深沢在住）

趣味：マジック　陶芸　散歩

実家は品川の荏原でしたが、昭和

39年に世田谷へ越してきました。今

は退職して自由な時間がありますので、上手にいか

そうと心がけています。毎朝駒沢公園に体操に行き、

往復4キロを歩いています。

小場瀬宏之　（昭和44年　理工）

（目黒区目黒在住）

趣味：テニス　読書

会社では医薬品の研究開発をして

いました。今はシルバー大学で学習

しています。よろしくお願いいたします。

小出統英　（昭和47年　教育）
（目黒区鷹番在住）

趣味：楽器演奏　料理　園芸

学芸大学駅前にあるジャズ・バー

で事務局の方々と偶然にお会いし、

入会のお誘いをいただきました。地元で楽しく仲間

入りをさせてください。

H P便り

事務局への連絡はホームページから簡単に行えま

す。トップページの左端下部にある『お問い合せ』

をクリックするとメール送信が出来ます。

ご意見・ご要望等、お気軽にご連絡下さい。

編集後記
本号は会の設立15年を記念し、特別記事・写真で

振返る「目黒稲門会15年の歩み」を増ページ・フル

カラーで掲載しました。7月の総会の際に映像でご

覧頂いたものの中から特に皆さんの印象に残る写真

を厳選して纏めたものです。長年の会員の方も、新

しい会員も、それぞれに何かを感じて頂ければ有難

く思います。

7月の総会で、会の活動の活性化に特にご尽力

いただいた大野会長から新たに吉田新会長にバトン

タッチが行われました。吉田新会長のもと、活動が

益々活発になって行くよう、会報もその一翼を担っ

て行きたいと思っています。

吉田会長が編集委員を退任され、新たに安藤新事

務局長が編集委員に加わりました。新しいメンバー

で頑張ってまいりますので、よろしくご支援・ご協

力の程お願い致します。

（地国語）
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